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こちらのＱＲコードから市議会
のホームページが閲覧できます。

60年続く、歴史と文化の継承

きさらづ

令和3年8月1日
第         

号
156

木更津駅ウィンドウに展示された作品
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第156号2021年（令和3年）8月1日（日）

正副議長就任あいさつ

委員会名簿

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
感
染
さ
れ
た
皆
様
や
そ
の
ご
家
族
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
第
63
代
議

長
・
第
64
代
副
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
中
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
に
大
き

な
影
響
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
経
済
へ
の
打
撃
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
一
日
で

も
早
く
元
気
な
木
更
津
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
、
市
民

皆
様
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
に
向
け
、

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

重城 正義　議長

草刈 慎祐　副議長

重城正義議員の議長就任及び草刈慎祐議員の副議長就任に伴い、各委員会に変更がありました。
変更後の委員構成をお知らせします。

◎委員長　

○副委員長

変更となった委員

交通政策特別委員会

◎渡辺　厚子
○鶴岡　大治
　堀切　俊一
　石井　徳亮
　永原　利浩
　白坂　英義
　大野　俊幸
　三上　和俊

基地政策特別委員会

◎永原　利浩
○斉藤　高根
　石川富美代
　石井　徳亮
　竹内　伸江
　田中　紀子
　鈴木　秀子
　平野　卓義

低炭素社会調査特別委員会

◎座親　政彦
○平野　卓義
　佐藤　修一
　近藤　　忍
　國吉　俊夫
　大村　富良
　高橋てる子
　石井　　勝

議会広報委員会

◎田中　紀子
○石井　徳亮
　神蔵　五月
　堀切　俊一
　石川富美代
　鶴岡　大治

総務常任委員会

◎竹内　伸江
○近藤　　忍
　佐藤　修一
　重城　正義
　鈴木　秀子
　大村　富良
　高橋てる子
　三上　和俊

教育民生常任委員会

◎石井　徳亮
○永原　利浩
　神蔵　五月
　堀切　俊一
　石川富美代
　座親　政彦
　平野　卓義
　石井　　勝

建設経済常任委員会

◎白坂　英義
○渡辺　厚子
　草刈　慎祐
　田中　紀子
　鶴岡　大治
　斉藤　高根
　國吉　俊夫
　大野　俊幸

議会運営委員会

◎斉藤　高根
○鶴岡　大治
　永原　利浩
　渡辺　厚子
　國吉　俊夫
　大村　富良

市庁舎整備特別委員会

◎鶴岡　大治
○石井　徳亮

委員は
全議員で構成
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令和3年度一般会計補正予算

どんな事業に？ 対象者は？ 使い方をチェック！
６月定例会後 一般会計予算　４80億1,323万1千円

令和3年度当初予算
計472億3,700万円

3月定例会
計473億8,888万円

4月1日(専決)
+2億144万円
計475億9,032万円

6月定例会
+4億2,291万1千円
計480億1,323万1千円

可決

車両購入費　1,428万6千円
　電気自動車（小型乗用車2台と小型貨物車2台）を購
入、公用駐車場に充電設備を設置します。
　Q　小型貨物車を購入した理由は
　A　災害時にも小回りが利き、物資が運べるためです。
　　　　　　　　（市1,348万6千円・その他80万円）

JR巌根駅整備事業費　333万3千円
　巌根駅東側に交通系ＩＣカードに限定した改札口を開
設する調査経費の一部を補助します。
（負担割合：国、市、JR 各1/3）

　　　　　　　　　　　　　　　　（市333万3千円）

大型モニター会議システム導入事業費
　公民館　　　　　　　780万5千円
　金田地域交流センター　52万１千円
　オンラインを活用した新たな事業を創造するため、
１５公民館に大型モニター会議システムを設置します。
　Q　設置されたら使用料は
　A　使用料はかかりません。
　　　　　　　　　（国707万1千円・市73万4千円）
　　　　　　　　　（国47万2千円・市4万9千円）

中小企業キャッシュレス決済普及推進
事業費　　　　　　　　　500万円
　非接触型決済環境の整備を後押しし、将来的な経
済活動の生産性向上を目指すため、市内に事業所を有
する法人や住所を有する個人事業主に対し、アクアコ
イン決済に対応しているキャッシュレス決済端末の導
入経費の補助を行います。
　Q　160事業所とした理由は
　A　商工会議所アンケートを参考にしました。
　　　　　　　　　　　　　（国453万円・市47万円）

子育て応援ミールポイント事業費　
　　　　　　　　　　　1,100万円
　マイナンバーカード取得者に付与するアクアポイン
トを使用して、アクアコイン加盟の市内飲食店のテイ
クアウト等を利用することにより、コロナ禍における育
児の負担軽減等を図ります。
　Q　対象者は
　A　転入者を含む、令和3年4月1日から令和4年3月
　　  31日生まれの子どもを持つ家庭です。
　　 （対象児は約1,100人）
　　　　　　　　　（国996万6千円・市103万4千円）

自治体マイナポイントモデル事業費
　　　　　　　　　　　1,650万円
　総務省のモデル事業として、マイナポイントとアク
アコインを連携させるため、ポイント付与システムを
改修します。
　Q　システム改修に伴い、行う事業は
　A　行政ポイント推進事業と子育て応援ミールポイ
　　　ント事業です。
　　　　　　　　　　　　　　　 　（国1,650万円）
　

給食関係費　694万6千円
　新型コロナウイルス感染症を要因として、金田小学
校給食室改修工事が当初の計画より長期化することに
伴い、金田小学校調理業務等委託（デリバリー方式）を
実施し、給食費の負担増なく、民間業者からお弁当を
配食します。　　
（国268万9千円・市△75万5千円・その他501万2千円）

※令和５年度完成予定イメージ図（新改札口、跨線橋エレベーター）
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「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問

鈴
木 

秀
子　
議
員

高
す
ぎ
る
国
保
税

子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を

問　
高
す
ぎ
る
国
保
税
は
、他
の
医
療
保
険

よ
り
、保
険
料
が
高
く
負
担
が
限
界
。
全
国

知
事
会
が「
１
兆
円
の
公
費
負
担
増
」を
政

府
に
求
め
て
い
る
。
市
長
の
認
識
を
伺
う

答　
国
保
の
必
要
な
財
政
支
援
と
認
識
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、全
国
市
長
会
を
通
じ
て

要
望
を
行
っ
て
い
く
。

問　
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
に
つ
い
て
、18

歳
ま
で
に
対
象
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が

答　
新
た
な
財
源
確
保
は
困
難
で
あ
る
。
国

の
動
向
を
注
視
す
る
。

問　
拡
大
し
た
場
合

の
対
象
者
数
と
市
の

負
担
額
は
い
く
ら
か

答　
対
象
者
２
９
９

２
人
、
市
の
負
担
額

は
約
２
７
３
０
万
円

と
見
込
ま
れ
る
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

６月定例会では、12人の議員が大項目33点、小項目１５２点にわたり、一般質問を行いました。

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。

一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後
の方針などを問いただし、市民のための適切
な市政運営が行われているかをチェックする
ものです。

斉
藤 

高
根　
議
員

活
気
あ
る
木
更
津
市
を

創
り
上
げ
る
た
め
に

問　
木
更
津
市
立
地
適
正
化
計
画
の
居
住

誘
導
区
域
は
、す
べ
て
が
市
街
化
区
域
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
設
定
の
仕
方
は

答　
木
更
津
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
、総
合
的
に
判
断
し
設
定
し
て
い
る
。

問　
居
住
誘
導
区
域
に
は
誰
を
誘
導
す
る
の

か答　
市
外
か
ら
の
移
住
や
市
内
で
住
み
替
え

を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
し
て
い
る
。

問　
こ
の
役
割
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
と
あ
る
が
、市
街
化
調
整
区
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ

い
て
、市
の
考
え
は

答　
集
落
拠
点
の
形

成
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
や
集
落
を
維

持
す
る
こ
と
で
目
指

し
た
い
。

区域の設定イメージ図

減免対象の
子どもの割合
26%

減免対象外の
子どもの割合
74%

平
野 

卓
義　
議
員

木
更
津
市
の
教
育
行
政
を
問
う

問　
家
庭
、地
域
社
会
、学
校
・
行
政
の
連

携
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

答　
児
童
生
徒
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
と
、意
見
交
換
し
、成
果
や
課

題
の
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
で
、ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
子
育
て
運
動
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う

答　
来
年
４
月
か
ら
の
モ
デ
ル
校
ス
タ
ー
ト

に
向
け
て
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

答　
校
長
や
教
頭
が

代
わ
っ
て
も
、
学
校

運
営
協
議
会
に
よ
っ

て
協
働
体
制
が
維
持

さ
れ
、
持
続
可
能
な

仕
組
み
が
構
築
さ
れ

る
こ
と
等
で
あ
る
。

学校教育「木更津プラン」から抜粋
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一般質問の全文（会議録）
　令和３年６月定例会の会議録は令和３年８月下旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。

.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

佐
藤 

修一　
議
員

自
治
会
加
入
率
を
上
げ
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

問　
今
後
の
自
治
会（
町
内
会
）の
あ
り
方

に
つ
い
て
伺
う

答　
自
治
会
へ
の
加
入
は
あ
く
ま
で
任
意
で

あ
る
。
し
か
し
、自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
る
。
会
費

や
役
員
に
な
っ
た
と
き
の
負
担
等
を
考
え
て

加
入
し
な
い
世
帯
も
増
え
て
い
る
が
、自
治

会
は
、地
域
住
民
が
協
力
し
て
住
み
や
す
い

ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、欠
か
せ
な
い
組
織

で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
方
が
自
治
会
へ
加
入

す
る
こ
と
に
魅
力
や
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、引
き
続
き
、加
入
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、

時
代
に
合
っ
た

運
営
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

座
親 

政
彦　
議
員

公
平
な
人
事
評
価
制
度
と
風
通
し

の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
を

問　
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、現
状
の
運

用
状
況
と
職
員
組
合
と
の
協
議
状
況
、さ
ら

に
は
今
後
の
進
め
方
は

答　
現
状
の
運
用
状
況
は
、統
一
的
な
評
価

基
準
に
照
ら
し
、能
力
評
価
・
業
績
評
価
か

ら
な
る
絶
対
評
価
を
行
っ
て
お
り
、令
和
２

年
度
か
ら
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、業
務

の
効
率
化
や
評
価
の
正
確
性
の
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。
今
後
も
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、適
切
に
人
事
管
理
に
反
映
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。
職
員
組
合
と
は
、人
事
評
価
制

度
導
入
の
意
義
を
相
互
に
改
め
て
確
認
し
、

評
価
結
果
を

勤
勉
手
当
に

反
映
さ
せ
る

仕
組
み
を
協

議
し
て
い
る
。

堀
切 

俊一　
議
員

オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
に
関
す
る

市
長
の
防
衛
大
臣
訪
問
を
問
う

問　
令
和
３
年
３
月
２４
日
の
市
長
か
ら
岸
防

衛
大
臣
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
に
関
す

る
要
請
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　
５
年
の
暫
定
期
間
を
遵
守
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、佐
賀
空
港
の
現
状
を
含
め
て
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か

答　
佐
賀
空
港
の
今
後
の
進
展
は
不
明
瞭
だ

が
、木
更
津
市
へ
の
配
備
は
５
年
で
あ
る
。

問　
市
民
も
そ
う
望
ん
で
い
る
。
防
衛
省
は

騒
音
の
測
定
を
行
う
つ
も
り
は
あ
る
の
か

答　
そ
の
よ
う
に
強
く

要
望
し
て
い
る
。

問　
今
年
も
防
衛
省

を
含
ん
だ「
木
更
津
駐

屯
地
に
関
す
る
協
議

会
」を
開
催
す
る
の
か

答　
毎
年
一
度
は
必
ず

開
催
す
る
。

本会議の中継
　本会議の様子を生中継
（当日のみ）、録画中継で
公開しています。

議員の情報
連絡先等を公開しています。

人材育成基本方針

　令和３年３月２４日　市長から防衛大臣への要請事項
○　徹底した安全対策と潮干狩りなどイベント開催時の最大限の配慮
○　暫定配備に関する情報提供
○　５年以内の暫定配備期間の遵守
○　米海兵隊オスプレイの定期機体整備に関する情報発信
   　（市長自ら米海軍厚木基地を訪問して要請する）
○　騒音測定の実施
○　習志野駐屯地と同様、訓練日程の公表
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.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

神
蔵 

五
月　
議
員

誰一人
取
り
残
さ
な
い
社
会
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を

問　
国
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ―

の
実
態
調
査

を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、教
育
委

員
会
の
見
解
を
伺
う

答　
家
族
へ
の
世
話
を
ほ
ぼ
毎
日
し
て
い
る

割
合
が
５
割
弱
い
る
こ
と
か
ら
、市
内
小
中

学
生
に
お
い
て
も
、教
職
員
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
特
性
を
踏
ま
え
、実
態
を
把
握
し
適

切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
は

答　
学
校
だ
け
で
な
く
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
要
請
、教
育
委
員
会

及
び
関
係
課
、
児
童

相
談
所
等
の
関
係
機

関
が
情
報
を
共
有

し
、
相
談
に
よ
る
支

援
な
ど
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
つ
な
ぎ
を

行
っ
て
い
く
。

田
中 

紀
子　
議
員

環
境
問
題　
迫
り
く
る
５
Ｇ

事
業
者
と
の
紛
争
未
然
防
止
策
に
条
例
を

問　
現
在
は
４
Ｇ
だ
が
、数
年
後
は
５
Ｇ
だ
。

携
帯
基
地
局
だ
が
周
波
数
が
極
め
て
高
い
５

Ｇ
の
電
波
は
到
達
距
離
が
短
く
、１
０
０ｍ

お
き
に
中
継
の
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
。
電
波
法
を
扱
う
市
の
所
管
課
は

答　
な
い
。環
境
問
題
と
し
て
な
ら
環
境
部
。

問　
以
前
か
ら
民
有
地
に
基
地
局
が
あ
り
、

新
た
に
公
園
敷
地
内(

２
基
地
局
間
23ｍ)

に

設
置
さ
れ
た
。
公
園
内
設
置
の
ル
ー
ル
は

答　
公
園
利
用
者
が
不
便
に
な
ら
な
い
位
置
。

問　
鎌
倉
市
は
事
業
者
と
の
紛
争
の
未
然
防

止
に
、設
置
前
に

事
業
者
が
住
民
説

明
す
る
条
例
が
あ

る
。
木
更
津
市
は

答　
現
時
点
で

は
、
考
え
て
い
な

い
。

高
橋 

て
る
子　
議
員

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

委
託
事
業
費
は
補
填
で
き
な
い
か

問　
公
民
館
は
、職
員
の
い
な
い
時
間
は
委

託
先
の
シ
ル
バ
ー
の
会
員
で
管
理
運
営
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
で
公
民
館
が
休
館
に
な
っ

て
も
、
市
の
雇
用
職
員
は
給
与
が
支
払
わ

れ
る
が
、当
然
委
託
事
業
費
は
な
い
。「
コ

ロ
ナ
で
来
る
な
」は
労
働
者
側
の
責
任
で
は

な
い
の
だ
か
ら
補
填
で
き
な
い
か

答　
関
係
省
庁
か
ら
の
通
知
や
指
導
が
あ

る
場
合
は
、そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
対
応
し
て

い
る
。

問　
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」等
を

活
用
で
き
な
い
か

答　
現
在
実
施
中
の

国
の
雇
用
調
整
助
成

や
市
の
中
小
企
業
向

け
支
援
金
は
対
象
団

体
と
な
っ
て
い
る
。

.........................................................................................................................................................................

渡
辺 
厚
子　
議
員

動
物
と
の
暮
ら
し
の「
安
心
」を

広
げ
る
た
め
に

問　
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て

３
月
に
環
境
省
か
ら
公
表
さ
れ
た「
チ
ェッ
ク

リ
ス
ト
」を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
開
は

答　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
反
映
と
と

も
に
、平
時
か
ら
飼
い
主
に
対
し
、避
難
行
動

の
マ
ナ
ー
や
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
動
物
の
ト
ラ
ブ
ル
の
中
に
、虐
待
や
多

頭
飼
育
崩
壊
の
事
例
は
あ
る
か

答　
虐
待
が
２
件
、多
頭
飼
育
崩
壊
が
４
件

あ
っ
た
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
不
妊
去
勢
手
術

や
譲
渡
活
動
、

地
域
猫
活
動
等

の
立
ち
上
げ
や

継
続
は
環
境
部

が
窓
口
か

答　
そ
の
通
り
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

動
物
の
遺
棄
・
虐
待
防
止

　
　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー(

環
境
省)

中央公民館
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政務活動費の収支報告
.........................................................................................................................................................................

竹
内 

伸
江　
議
員

安
心
・
安
全
で
円
滑
な
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
確
保
を

問　
高
齢
者
接
種
で
は
予
約
時
等
に
電
話

が
つ
な
が
ら
な
い
、予
約
が
取
れ
な
い
等
の

混
乱
が
全
国
各
地
で
生
じ
た
。
高
齢
者
接

種
が
終
わ
り
６４
歳
以
下
の
接
種
へ
移
行
す

る
に
あ
た
り
、混
乱
を
な
く
す
た
め
の
対
応

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答　
本
市
の
６４
歳
以
下
の
接
種
対
象
者
は
、

高
齢
者
の
約
２
倍
で
あ
り
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
接
種
順
位
に
応

じ
た
接
種
を
順
次
進
め
る
た
め
、
予
約
開

始
時
期一定
の
年
齢
毎
に
設
定
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、

希
望
者
は
必

ず
接
種
で
き

る
こ
と
を
繰

り
返
し
お
伝

え
し
て
い
く
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

.........................................................................................................................................................................

鶴
岡 
大
治　
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
は
税
金
の
争
奪
戦

全
力
で
取
り
組
む
べ
き
だ

問　
令
和
２
年
度
の
木
更
津
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
実
績
は
い
か
が
で
あ
る
か

答　
受
入
額
は
９
５
４
０
万
円
で
あ
り
費
用

は
４
７
０
１
万
円
で
あ
る
。
市
民
が
他
市
に

寄
付
し
た
額
は
３
億
４
千
万
円
で
あ
る
が
１

億
１
２
５
０
万
円
が
交
付
税
で
補
填
さ
れ
る

の
で
実
質
１
千
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

問　
現
状
は
黒
字
で
あ
る
が
受
入
額
が
７
千

万
円
で
あ
る
と
赤
字
に
な
る
の
で
は
な
い
か

答　
７
千
万
円
で
あ
る

と
２
５
０
万
円
の
赤
字

と
な
る
。

問　
今
年
の
目
標
額
は

１
億
円
で
あ
る
が
低
す

ぎ
る
と
思
う
が

答　
１
億
円
に
と
ど
め

る
こ
と
な
く
さ
ら
な
る

上
積
み
を
目
指
し
た
い
。

令和元年度 ふるさと納税 全国順位

接種の様子

　令和２年度の各会派の政務活動費の収支報告書をホームページ上に公開しました。
　政務活動費は条例に基づき、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、会派に対し
政務活動費が交付されます。

・交付対象　　　会派（所属議員が１人の場合を含む）
・交付金額年額　２４０,０００円（月額２０,０００円）×会派の所属議員数
・交付の方法　　４月に一括交付
・経費の範囲　　政務活動に要する経費を充てることができる範囲は全１１項目で、
　　　　　　　  主な支出は以下の項目です。
　研修費　　：研修会を開催するために必要な経費、他の団体等が開催する研修に参加するための経費
　広報費　　：調査研究活動、議会活動、市の政策について住民に報告するための経費
　資料作成費：調査研究活動のために必要な資料の作成経費

令和２年度の各会派の
政務活動費の収支報告
書を公開しています。

全国計　4,875 億円
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　水源地に存在する産業廃棄物最終処分場「君津環境整備センター」の第Ⅰ期処分場の汚染物質漏洩に
対して、事業者に廃棄物掘り起こし等による本質的原因究明と抜本的解決の実施を指導するよう、千葉
県に求めるものです。

　「義務教育国庫負担制度」については、平成18年度より教職員の給与費の国費用負担割合が２分の１
から３分の１に縮減されて、地方財政への負担が増大している現状です。
　また、国の教育予算拡充については、国には教育の重要性を重視し、教育分野に対して十分な予算
措置を講じる重い責任と義務があります。
　陳情者から趣旨の説明を受け、委員会・本会議ともに全会一致で、採択しました。

　汚染物質の指標である塩化物イオンの漏洩が発覚し、千葉県より廃棄物の搬入停止、原因の究明及
び改善を行う勧告がなされましたが、現在も、モニタリング井戸からは高濃度の塩化物イオンが断続的
に検出され続けており、解決がなされていません。
　委員会では、千葉県に対して早急な改善を求めるべきであるという意見がありましたが、賛成者少数
により不採択となりました。
　本会議において、安心・安全な水を将来にわたり供給するため、河川の水質を守る必要性を強く感じ
るという説明のもと、趣旨採択の動議が提出され、9名の賛成者がいましたが、賛成者少数のため否決
されました。その後、原案を審議し、かずさ4市の飲料水や農産物への影響が懸念され、地域住民の健
康まで悪化させかねないなどの意見がありましたが、賛成者少数により不採択となりました。

請願第１号　産業廃棄物最終処分場「君津環境整備センター」
　　　　　  第Ⅰ期処分場漏洩事故の改善を求める請願書
紹介議員　石井　徳亮議員　　
請願者　ふるさとの水を守る会　共同代表　金森　春光さん 他

陳情第３号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書
　　　　　　　義務教育の機会均等と教育水準の維持向上を図るため、教職員の確保に必要な財源を
　　　　　　国が保障する「義務教育国庫負担制度」の堅持を求めるものです。
陳情第４号　「国における２０２２年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書
　　　　　　　日本の未来を担う子どもたちに十分な教育を保障するため、国において2022年度の教
　　　　　　育予算を拡充するよう求めるものです。
陳情者　子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会
　　　　会長　秋田　秀博さん

請願・陳情とは
　議会に対して、意見や要望を述べ
ること。なお、請願は憲法で保障され
た基本的な権利であるが、陳情は明
確な法律上の規定がなく、各議会に
おいて取り扱いが異なる場合がある

趣旨採択とは
　請願・陳情の願意については十
分に理解できるが、実現性の面で確
信が持てない等の場合に採られる
決定方法のこと

継続審査とは
　議会の会期中に審査の終了に至
らなかった場合に、議会の議決によ
って、閉会中も引き続いて委員会で
審査すること

動議とは
　主に議会の進行や手続きに関し
て議員から議会（または委員から委
員会）に対して行われる提議で、議
会（委員会）の議決が必要なものの
こと

.......................................................................................................................................................................

建設経済常任委員会協議会
紹介議員、請願者の
趣旨説明、質疑

教育民生常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

教育民生常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

建設経済常任委員会
執行部の参考意見を
聞いて審査

本会議で

審議

本会議で委員会の

結果報告後、審議

不採択 不採択

採 択 採 択

請願・陳情

本会議で委員会の
結果報告後、
趣旨採択の動議

本会議で趣旨採択

の動議を採決

否　決
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陳　情

議員発議

　脱炭素社会に向けて、再生可能エネルギーを強力に推進する政策への転換を早急に進め、次期エネ
ルギー基本計画で、２０３０年度の再生可能エネルギー電力目標を６０％以上、２０５０年度は１００％とする
ことなどを、国に求めるものです。

　 アクアラインによる都心へのアクセスの良さを最大限に生かし、圏央道や館山道を活用した高速バ
ス網の充実のため、ハブ化されたバスターミナルを作り利便性を良くすることが必要と考えます。
　金田バスターミナルの整備が進んでいるなか、市民にメリットがないという意見がありましたが、周
辺地域への影響等、引き続き調査研究を要することから、委員会・本会議ともに賛成者多数により、
継続審査となりました。

　生活クラブ生活協同組合・千葉は「脱原発」「エネルギー自治」「ＣＯ２削減」を基本とし、エネルギー
を「減らす・つくる・つかう」活動と事業を進めています。２０５０年カーボンニュートラル実現の鍵は、
エネルギーの効率化と共に再生可能エネルギーの大幅な拡大をいち早く進めることです。
　委員会では、賛成者なしにより不採択となり、本会議では、温室効果ガスを排出せず、再生可能な
エネルギーへ転換する電力目標に賛成という意見や趣旨には賛同するが実現困難な意見書を国に提出
するのは反対という意見があり、賛成者少数により不採択となりました。

　 東京湾アクアラインの起点である木更津金田本線料金所近くのアクアライン連絡道路上に高速バス網
の充実を図るハブ化されたバスターミナル「仮称アクアステーション」の設置を、国に求めるものです。

陳情第５号　２０３０年エネルギー基本計画改定に関する意見書の提出
　　　　　  に関する陳情書
陳情者　生活クラブ生活協同組合・千葉　理事長　福住　洋美さん

陳情第６号　アクアステーション（仮称）のハブ化された高速バスターミナルの設置を求める
　　　　　  陳情書
陳情者　アクアステーション（仮称）実現化百万人署名活動推進協議会　
　　　　会長　榎本　光男　さん

陳情第３号・第4号が本会議で採択になったため、所管委員会である教育民生常
任委員会の委員の連名により発議案が提出され、全会一致で可決されました。

.......................................................................................................................................................................

低炭素社会調査特別委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

交通政策特別委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

交通政策特別委員会
執行部の参考意見を

聞いた後、継続審査の動議

低炭素社会調査特別委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

本会議で委員会の

結果報告後、審議

交通政策特別委員会

継続審査の動議を採決

本会議で委員会の

結果報告後、審議

不採択 不採択

継続審査継続審査

発議案第３号　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
発議案第４号　国における２０２２年度教育予算拡充に関する意見書について

本会議で「国に意見書の提出

を求める陳情書」を審議

採択されたのを受け、その
意見書を議員発議案として
所管委員会より提出

本会議で

発議案を審議

議会終了後、
内閣総理大臣他
関係機関に提出

可 決採 択
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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
進
み
、
市
内
の
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
に
ひ
と
り一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸

与
、
各
小
中
学
校
の
全
教
室
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

を
終
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
は
、
市
内
小

中
学
校
の
全
普
通
教
室
と一部
の
特
別
教
室
に
移
動

式
の
電
子
黒
板
４
３
９
台
（
１
億
５
３
７
８
万
円
）

を
全
額
国
の
交
付
金
を
活
用
し
購
入
し
た
た
め
、

市
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
が
苦
手
な
教
員
へ
の

負
担
軽
減
対
策
は

Ａ　

既
存
の
黒

板
に
加
え
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
電

子
黒
板
を
活
用

で
き
る
よ
う
、

学
校
に
情
報
化

推
進
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
る
。

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
飛
散
し
た
放
射
性
物
質

の
影
響
に
よ
り
、
本
市
が
そ
の
対
策
に
要
し
た
費

用
に
つ
い
て
、
東
京
電
力 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
に
対
し
、
賠
償
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
分
の
和
解
額
は
、
３
１
９
３
万
８
８

５
２
円
で
す
。
私
た
ち
の
ご
み
は
、
か
ず
さ
ク
リ
ー

ン
シ
ス
テ
ム
で
焼
却
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
排
出
さ

れ
た
溶
融
飛
灰
の
処
分
に
か
か
る
原
発
事
故
前
と

事
故
後
の
費
用
の
差
額
を
賠
償

請
求
し
、
和
解
金
額
が
決
ま
り

ま
し
た
。

Ｑ　

未
和
解
金
の
今
後
の
見
通

し
は

Ａ　

賠
償
対
象
外
項
目
の
賠
償

の
協
議
も
申
し
入
れ
て
い
る
。

最
終
処
分
先

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ル
小
坂
㈱　

秋
田
県

㈱
エ
コ
ス
米
沢　
　

  　
　

山
形
県

議案審議

何
が
変
わ
る
？
　
仕
組
み
が
変
わ
る
！
　
暮
ら
し
が
変
わ
る
！

議
案
第
57
号　
木
更
津
市
税
条
例
等
の一部
を
改
正

個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の
基
準
で

国
外
居
住
の
扶
養
親
族
の
範
囲
が
変
わ
る

議
案
第
60
号　
財
産（
物
品
）の
取
得

二
学
期
か
ら
電
子
黒
板
を
使
っ
た
授
業

市
立
中
学
校
の
教
室
に
電
子
黒
板
設
置

議
案
第
61
号　
「
原
発
事
故
起
因
の
損
害
」の
和
解

焼
却
飛
灰
の
処
分
費　
事
故
前
と
の
差
額

令
和
元
年
度
分 

３
１
９
３
万
８
８
５
２
円

令和３年6月定例会で審議された議案等を
公開しています。

※扶養親族…配偶者を除く6親等内の血族と3親等内の姻族
※この他、宅地及び市街化区域農地の固定資産税・都市計画税、軽自動車税、個
人住民税における住宅借入金等特別税額控除の特例措置の延長等定めました。

平成23年度～令和元年度までの総額

和解金額合計

未和解金額合計

　　総合計

471,954,288円

129,106,186円

601,060,474円

電子黒板（65型：80.9cm×143.9cm）

留学ビザのコピー提出
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9月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話 23‐7185）へ
お問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを
貸し出しています。また、市議会ホームページからも
「声の市議会だより」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）をインターネッ
トでもご覧いただけます。

URL：　http://www.city.kisarazu.lg.jp/shigikai/eizo/
　　　 1003184.html

永年在職議員表彰
　6月定例会初日の６月３日に、永年在職議員に対する表彰状と記念品の伝達式が執り行われました。
　今回の表彰は、『永年にわたり、地方自治の進展と市政の振興に貢献された功績が顕著である』として
全国市議会議長会から顕彰されたもので、次の議員が表彰されました。

全国市議会議長会
在職10年　
　鈴木　秀子　議員
　重城　正義　議員
　鶴岡　大治　議員
　田中　紀子　議員
　座親　政彦　議員
　永原　利浩　議員
　草刈　慎祐　議員

次
回
９
月
定
例
会（
予
定
）

日

13
本会議あ
（初日）

14
本会議あ
（初日）

15 16
本会議あ
（初日）

17
本会議あ
（初日）

12 18

20
本会議あ
（初日）

21
本会議あ
（初日）

22 23
本会議あ
（初日）

24
本会議あ
（初日）

19 25

6
本会議あ
（初日）

7
総務常任
委員会

8
教育民生
常任委員会

9
建設経済
常任委員会

10
本会議あ
（初日）

5 11

30 31 9/1 2 329 4

30
本会議あ
（初日）

1
本会議あ
（初日）

2
本会議あ
（初日）

8/26
本会議
（開会）

27
本会議あ
（初日）

30 28
月 火 水 木 金 土

本 　 会 　 議
（ 一 般 質 問 ）

決算審査特別委員会

本会議
（議案審議）
（閉会）

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他16件の議案等は、原案どおり全会一致で可決しました。

左から鈴木議員、重城議員、鶴岡議員、田中議員、座親議員、永原議員、草刈議員
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市議会だよりへのご意見・ご感想はこちら 「市議会だよりへの意見・感想」

こちら編集会議

※いただいたご意見等は、市議会だよりに掲載する
　場合があります。また、回答が必要な場合、お名前
　とご連絡先をお書きください。

木更津市議会広報委員会　◎委員長  〇副委員長
　◎田中　紀子　〇石井　徳亮　　神蔵　五月
　　堀切　俊一　　石川富美代　　鶴岡　大治

　委員会では、取材と4回の会議をしました。補正予
算は、文章表現ではなく、イラストで工夫してみた事
業もあります。いかがでしたか。

メール）
電　話）
ＦＡＸ）
ハガキ）

宛　先）

gikai@city.kisarazu.lg.jp
0438-23-7185
0438-22-4734
右の部分を切り取って、官製はがき
の裏面にのり付けして投函
〒292-8501木更津市富士見1-2-1
市議会事務局　あて



Topics

　木更津駅西口の階段を上がると、市が整備した
ウィンドウに「木更津茶華道の会」の方々が、生け
花を飾り、駅を行きかう人々の心に潤いを届けて
います。花の入手や費用負担など、ボランティア
で、永年、展示し続けています。
　会長の天内さんは、「60年前に前身の団体がで
き、15年前に『木更津茶華道の会』となりました。
いろいろな流派の茶道、華道の先生やお弟子さん
など、120名の会員で構成され、歴史と文化を引き
継いでいます。」と話していました。
　ウィンドウ内に展示された花が枯れていないか、
毎日手入れを行っています。

　暑い夏は、会員の絵手紙や折り紙の先生の作品
を飾るなどしています。
　港まつりのある8月は、海をイメージした展示な
ど工夫していると話すのは、副会長の荻野さん。折
り紙も小学校で教えていますが、ひな人形も飾りま
したよと副会長の岩本さん。ウィンドウ前で花を生
けているときに行きかう人が声をかけてくださり、
「いつも季節を感じていますよ」「ありがとう」と
いわれ、うれしいと話す水谷さん。もっと、みなさ
んに知らせたいと和田さん。「広いスペースで常時
展示する駅はあまりない」と天内さんは話してい
ました。

｢木更津駅ウィンドウの飾り花｣

表紙の写真
7月1日取材時の様子

８
月
以
降
の
展
示
予
定

木更津茶華道の会を取材

① 関心があったものはどれですか。（複数可）
表紙・正副議長挨拶・委員会名簿・一般会計補正
予算・一般質問・政務活動費・議案審議・請願・
陳情・永年在職議員表彰・賛否のわかれた議案
等・Topics
② （表紙とTopics）の取材記事の感想

③ 市議会だよりに関するご意見・ご感想


